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色彩を利用した精神検査には,ISCC の色

彩適性検査,Color"Ey-Q"と呼ばれる色感

テスT-,およびロールシャッ- ･テストなど

があるが,我が国においては色彩のみを用い

た心理検査は実際上余 り多 く行われていな

い.

しかしながら,色彩の心理的意義について

は以前より多くの研究がなされており,我が
31) 21)

国においても立花,西川などの研究がある.

立花は色彩感情について,色彩固有感情価と

色彩表現感情価の2つに分けて考え,前者は

時間的 ･空間的制約をうけず,また対象的意

識と結びつかない不変的な色彩固有の感情効

果を,後者は時間的 ･空間的あるいは民族差

などの連合によって容易に変化し得る色彩か

らの印象を示したものとし,それぞれ考察し

ている.色彩を用いた心理テスtは,この2

つの色彩感情価を基礎にして,それぞれ解釈

され,判断されている.

今回著者が行った色彩ピラミッド･テスt

は,1946年 MAX-PFISTERによ り考案 され

たもので,投影法に属する人格テストの一種

である.精神病者を対象 とした研究には,
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12) 8) 3)
HEISS,EBERMANN,BRENGELMANN,0'REI-
23) 15) 6)
LLY,KARL,CoNRADなどに よる業績があ

29) ])
る.一方,我が国では,相馬,秋谷,川久18.19)
保などによる研究や紹介がなされている.し
かし,これらは精神分裂病や神経症を中心と

した研究であり,てんかん者についての系統

的な研究は未だなされていない.そこで著者

はこれまでに行ってきた精神病患者の色彩ピ

ラミッド･テス トのうち,てんかん者の成績

を中心に報告する.

研 究 方 法

1. 検査方法

色彩ピラミッド･テスtは,HEISSおよび

KARLなどにより修正された方法を用いた.

テストは24種の色彩板より15枚の包板をえ

らはせ,図1に示すようなピラミッドにあて

はめさせる.その際その色彩選択とその配列

は最も好ましく美しいものにするように指示

される (以下 ｢美P｣と略す).また同一色

の包板を何回とりだしてもよい.このピラミ

ッド作成を3回繰 りかえさせ,｢美P｣につ

いて合計45の包板を選ばせる.次に嫌いな

あるいは醜い と思 うピラ ミッド (以下 ｢醜

P｣)を同様に3回作成させる.

テストは自然光の下で,静隠な検査室で施

行した.被検者の一部にはLSDを服用させ,

その色彩ピラミッド･テストに対する影響も

検討したが,その方法については後述する.
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国 1 色彩板をあてはめるピラミッド.

表 1 被検てんかん者群の内訳

混 合 発

計
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2. 被検老

被検者は,てんかん患者100名,対照群 と

して正常者100名よりなる200名である.てん

かん患者は主に弘前大学神経科および弘前精

神病院の外来 ･入院患者である.年齢および

臨床発作型分類の内訳は表 1に示すごとくで

あり,平均年齢は27.2歳であり,性別では男

子65名 ･女子35名であった.臨床発作型は大

発作を主体とした疲壁発作群60名,精神運動

発作群16名,塵響発作と精神運動発作との混

合発作群が24名であった (単一の小発作群は

例数も少ないので,今回の報告では省いた).

なお,てんかん群100名のうち,いわゆる真

性てんかんと考えられるもの50名,症状てん

かんと考えられるもの15名である.後者のう

ち10名が外傷性てんかんであり,他は脳炎後

遺症なとによるものである.なお,明らかな

知能障害を有するものは除外され,またテス

7-の 1週間以前にてんかん発作を認めたもの

も原則として本研究より除外された.

正常者は男 .女各50名で,17歳から50歳ま

での自衛隊員,女子短大生,病院勤務の栽員

なとであり,平均年齢は23.8歳であった.

3. テス十結果解釈の指標

結果の整理方法についてはすでに成幸に記

載されているので,本稿では省略することと

し,ここでは本研究において指標とした主な

項目について簡単に述べると次のごとくであ

る.

a.色彩形式

｢美 P｣(あるいは ｢醜P｣)で選ばれた45

枚の包板を基本10色に分類し,それぞれの色

相の選択頻度を数量的に示したものが色彩形

式である.つまり,示される数字は選択され

た色彩板の枚数を示している.

b.形質

被検者により作成されたピラミッドは鍾々

の色彩模様を示すが,この模様 を形質 と称

し,以下の3つの型式に分ける (図2参照).

i)戟珪模様 :tf'ラミッドの型 と無関係

な,一般に単純で不統一な模様.

■『■■■｣.t■■｣『n l｣t
単純な飯趨模様

■tt■
雷 ■■■■11階段的構造塾
■■■■■th ■■■■ {

構成傾向を示す積層型

図 2 色彩ピラミッドのモデ/レ
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表 2 基本色 (10色)の色彩心理

内向色 色彩のあらわす心理

正常人に最 もえら ばれる色.感動を調整
青 し理性的抑制を示す.合理的であり,精神
的な発達を示す .

感受性を示す.刺激抑制の機能を示す反
面,刺激過敏,開放性をも示す.

内面の衝動 (endogeneAntrieb)のた
かまりを示し,内的不隠や困惑をあらわす,
攻撃的感情をも示す.

黒 …あらわす.他の色彩の代償ともなる,

外向色 色彩のあらわす心理

刺激的,衝動的方向を示す.
赤 直接的な感情表現の色で極端な精神緊張を
も示す.

黄
外向性,積極性を示し,自己顕示性をあ
らわす.

赤より劣るが,活動性を示し,外部との
燈 接触能力が高い.

! 精神発達に特有な意味をもち,自我の強
茶 :さ (Sthenie*)を示し,対立的 ･反抗的態
度を示し,攻撃感情と固執傾向をあらわす

灰 ら讐宇野冷たさ,感情鈍麻的非疎通性をあ ＼ 白 ら碧誓.O爆発的傾向と共に感情的空虚をあ

主に EBERMANN,HETSS,川久保,相席などの報告より基本色の色彩心理を蓑記した.
*EBERMANN による (文献(8)より).

ii)積層型 :色彩模様の構造が層的 ･階段

的になっている模様.

iii)構造型 :ピラミッドの構造を十分に把

んだ統一のとれた模様.

C.経過形式

3回のピラミッドを作る過程で,選ばれた

色彩の推移を中心とし,これを以下に述べる

4つの型式に分類したものが経過形式であ

る.

ここで3回のピラミッド作成において共通

して選ばれた色を恒常色 (K)とし, 1つあ

るいは2つのピラミッドだけに選ほれた色を

変化色 (W),全 く選ばれなかった色 を拒否

負 (F)とし,それらの色種の数の多寡によ

り以下のごとく分類される.

i)恒常型･--K≧W+F, K三品
ii)変化型･･--W≧K+F, W≡芋
iii)拒否塾---F≧K+W,

iv)中間型--上記条件に該当せぬもの

d.色彩感情についての心理的解釈

色彩のもつ心理的意味づけは,この検査の

基礎をなしてお り,それによって被検者の情

緒の状態を追求するのがこの検査の主な目的
8) 18) 12)

である.著者は EBRMANN,川久保,HEISS,

29)
相席などにより記載された,各色彩のもつ心

理的意味づけをもとにして,この研究を行っ

たが,これらの研究者の色彩の意味づけは表

2に示した.

検 査 成 績

1. てんかん群の特徴

a. ｢美P｣の色彩形式

表 3に示すごとく,正常群で第 1位の選択

率を示した青がてんかん群では有意の差で低

率を示し,緑に選択率第 1位をゆずり, 1,

2位が正常者のそれと逆になっている.紫及

び茶も有意の差でてんかん群では高率で選ば

れ,一方,白が低率であったことが認められ
+,
/｣.

男女別にてんかん群と正常群 を比較す る

と,てんかん群男子では正常者にくらべ黄 ･

青の低率と紫 ･茶 ･灰の高率とがみられ,正

常群との間に有意の差を示し,女子では青 ･

白の低率 と赤および燈の高率とが正常群にく

らべ有意の差を示した.

b. ｢醜P｣の色彩形式

表 4に結果を示したが,正常群との比較に

おいて,てんかん群は紫が低率であり,黒が

増加している.紫の低率は ｢美p｣における

選択率と対応している.緑は ｢美P｣と共に
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表 3 ｢美P｣色彩選択の平均値の比較
両群間あるいは同性対照群との間に有意の差を認めたもの●P<0.01 △ P<0.05
栄

ll

9.98 r8.64 r6.38 6.34

て
ん
か
ん
群

合計平均 ･●7.84

8…●7.91
8.94 :6.37 L5.04 ●2.21 i1.37

正

表 4 ｢醜P｣色彩選択の平均値の比較
両群間あるいは同性対照群との間に有意の差を認めたもの●P<0.01

合計平均
常 弓 ,8

て
ん
か
ん
群

灰

2.3614.24 i5.50 ;1.60 9.10 ㌢1.24∃lo.20

1

81●3.23i●5.80
?弓4.44 ･●6.36■

負

1

1 l I
1.86 I4.40

2.ll j●4.69

1.40』●3.85
表 5 各ピラミッドにおける ｢美P｣色彩選択平均値の比較

同性対照群 との間に有意差を示したもの ● P<0.01,△ P<0.05

正 常 群

てんかん群てんかん群

正 常 群

茶 ■ 黒 自 J 灰

0.94i0.20

1･70iO･56

△0.59(△0.46

?i2･54;3･00 Ll･98il･671:1･33】 1･00毒し0211･14F̀o･88Jo･60

8 F3.46i2.96i2.24.2.16r1.64Lo.74

8弓●2.46J3.28 2.03;2.09;1.50l●1,23
?l△2.511△3.45

1

o･3810158io･7410･10

1

1.2010.76㌔1.7410.50

●0.81lo.6610.6510.27

2.17;1.94I1.3410.71 1.31Jo.621●0.6010.51

2.02F1.12 1.02!0.54F0.96
･･16Jl･86Po･50
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彩

て ん か ん 群

｢醜p｣

色 彩

正 常 群

て ん か ん 群
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表 6 最初に選んだ色彩の選択率 (%値)

28･6日 9･2⊇ 9･21 6･0㌻ 8･6 0･7i 6･6l l
700

566

? i16･5i18･5日 6･5

育 緑 】 赤

早!. 10.0

1

二

2.6.18.0 1.3 32.0112.6 0.6.10.6

8i 4･01 11･51 9･5

｢醜P｣にても正常群を大きく上廻る選択率

を示したことは注目される.その他,男子て

んかん群では育 ･鐙の高値,茶 ･灰の低率が

みられ,女子では灰の高値,鐙の低値がみら

れた.

C. ｢美P｣ 3つのピラミッドにおける色

彩形式の比較

初回のピラミッド (以下 Pl)か ら3回 目

のピラミッド (P3) まで,それぞれのピラミ

ッドについての色彩選択の変化を示したのが

表5である.てんかん群男子では紫および茶

が初回に最大の選択値を示し,正常群との間

に有意の差が認められ,一方,女子は終回に

紫 ･鐙の最大選択値を示している.男子てん

かん群の茶は,3回のピラミッドのいずれで

も,正常群との間に有意の差をもって高率を

示している.

d.最初に選んだ色の比較

最初に選ぶ色はピラミッドを作る進路 ･方

法と共に,そのピラミッドの明度 ･色彩対照

などの重要なポイントとなるが,また一方,

被検者の最 も好む色,あるいは嫌 う色の一つ

の指標ともなり得ると考えられる.結果は表

6に示すごとくである.｢美P｣において,

てんかん群は男女とも青の低率が特徴的であ

】 1
5.0:15.51 3.Oi 9.0l 10･OL 2･0貞15･0

り,性別では,男子で茶,女子では燈の高率

が目立った.比較的高率を示したのは男女と

もに紫 ･赤 ･黄であった. これに対 し ｢醜

P｣では,男子てんかん群で茶の低率が,女

子てんかん群では紫の低率が認められた.

e.形質

図3に示すようにてんかん群は構造型ピラ

ミッドが少なく,圧倒的に紋琶模様が多い.

両者の中間的性質を示す積層型は正常群との

間に大きな差はない.

f.経過形式

図4にみられるようにてんかん群では恒常

型が多く,拒否型がきわめて少ないことが認

められ,いずれも正常群との間に有意の差を

示した.

g.形質と経過形式の関係

3つのピラミッドを作る過程で,同一の形

質を作った群 (Ⅰ群)と,異なった形質を作

った群 (Ⅰ群)とに分けて比較したのが表7

である.恒常型では,就趨模様が正常群 ･て

んかん群ともに圧倒的に多い.これはⅠ･Ⅰ

群に共通してみられる.これに対し,拒否型は

構造型および積層型の模様を作るのが多い.

2. いわゆる真性てんかん群と症状てんか

ん群の ｢美P｣色彩形式の比較
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恒 常 型 変 化 型 拒 否 型 中 間 型

図 4 経過形式の比較.

結果は表8に示すごとくであるが,刺激色 3. 臨床発作型別の比較

である鐙 ･黄が症状てんかんに特徴的に多 a.色彩形式 (｢美P｣)

く,特に鐙は真性てんかん群に比べて約 2倍 図5は色彩選択率を示したものであるが,

の高率を示した.一方,真性てんかん群では 各発作型とも青の選択率が低く,緑が最高を

灰 ･白が比較的高率を示した. 示した.特に精神運動発作群は緑の選択率が
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表 7 形質と経過形式との関係の比較

同型の正常群との間に有意差を認めたもの ●P<0.01

同じ形質を作る群 (Ⅰ群) i 異なった形質を作る群 (II群)

就壌模様;積層型

1 44

0

1 31

正 常 群 ! 29 133 23 ■44

1てんかん群 岳 23

6

3

6

4 2

6 1

表 8 真性てんかん群と症状てんかん群の ｢美P｣色彩形式の比較
真性てんかん群との間に有意差を認めたもの ● P<0.01

色彩

2.88;2.74 2.32.1.48

高く,紫 ･茶も痘撃発作群に比して高率であ

った.混合発作群は茶の高率が目立った.全

体として低い選択率を示した青は,3型の中

で痘撃発作群では比較的高率を示していた.

b.各ピラミッド間の色彩選択

各ピラミッドにおける色彩選択をパターン

で示したのは図6である.(Pl:初回の ピラ

ミッド,P2,P3はそれぞれ第2回,第3回目

のピラミッドの略).

比較的特徴を示したのは精神運動発作群で

あり,緑 ･茶 ･白 ･赤は他の発作型と異なる

パターンを示している.このうち緑 ･茶 ･赤

は P3で上昇を示した.紫は3型とも P3で

上昇している.

C.形質

結果は表9に示 したが,てんかん 3群 とも

構造塾がきわめて少なく,就塩模様が圧倒的

に多い.特に痘撃発作群と精神運動発作群は

鹿茸塩模様が多く,正常群との間に有意差を示

した.積層形式では,精神運動発作群と混合

発作群との間に有意差がみられた.

各ピラミッド間の形質の変化では,図7に

示すごとく,観塩模様と構造型とが,痘撃発

作群と精神運動発作群とではは同一パターン

を示し,積層型は痩撃発作群と混合発作群が

類似のパターンを示した.

d.経過形式

経過形式の比較は図8に示したごとくであ

る.各項の症例が少ないため,ここでは統計

的検討は行わなかった.精神運動発作群は他

の2群に較べ恒常型が少なく,中間型が多く

みられた.痘撃発作群は恒常型および拒否型

が多く,混合発作群では変化型が多いことが

認められた.



青 緑 赤 黄 紫 榎 茶 黒

図 5 臨床発作型別の ｢芙P｣色彩形式.

バ
k
㌢
k
匪
東
8
JEE茶
扇
面
-

t=.J't
ル

･y

｢

･f.ゝ
ナ
熟

轟

曹

甘

口
芦
I

ト

E!弼弼



500-

育

/へ＼
一一′ヘ一一ヽ

●
/●
●＼ .′
●＼.′

赤

＼ノ'
r--4/

J′

/

●-●-●_●-●

PI P2 PS a F72 PS

紫

-/

一一●●一一一-■一

･一･-.ノノ
P. P2 R R P2 PS

灰

●- 一一/

､ヽ＼＼///′

●＼ ･＼ /･/●

自

一＼＼
′′

●､､､●′′′

./･/･ノ

緑

遼寧璽i

l′/ へ ､､.
ノ/●＼ .
● ＼

斎 藤

△ pく0.05 混合発作群との問に有意差を示した
もの

黄

＼､
●ヽヽ
lヽJl:コヽ●

･ノヘ ･＼.

PI F?2 PS PI 良 FT3

茶

＼ /
一一 一1､こコこコヽ

●ノ′●＼●､.

黒

-- ●･･一･･一一一

ヽヽ ′

＼ヽ //
･■′

●＼ ･､.ノ ノ

PI F?2 Ps PI P2 P3

一一一一一 混合発作群

一･- ･- 疫学発作群

PI FT2 P3 PI P2 B

Plは初回ピラミッド,P2,P3ほ2,3回目のピラミッド

図 6 各ピラミッド間の色彩選択 (｢美P｣)パターンの比較.

表 9 臨床発作型別の形質の比較 4. てんかんの雁病期間および発作頻度面

● p<o･05 正常群との間に有意差を示したもの の所見

妄 作 型 18I♀桓 模車 層塾桓造型

精神運動発作群 10 と 6t●75 ･△12.5/12.51 ト

i
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a.層病期間と ｢美P｣の色彩形式

慣病期間が3年以下の症例は少数であるの

で,統計的検討は発病後 3年以上経過したも

のに行い,表10に示すような成績を得た.

紫 ･茶は曜病期間が長期にわたると共に選

択率は高値を示し,赤にも同様の傾向を示し

ているのが認められた.一方,青 ･白 ･禄は

逆に減少の傾向を示していた.

b.曜病期間と形質
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回 7 各ピラミッド間における形質のパターンの比較.

結果は表11に示したが,曜病経過年数が長

くなるに従って紙趨模様が増加し,構造型は

逆に減少する傾向が認められた.

C.発作頻度と ｢美P｣の色彩形式

色彩選択率と発作頻度との関係をパターン

で示したのが図9である.

発作頻度との間に一定の相関関係が認めら

れた色彩は,紫 ･茶 ･赤 ･黒 ･青 ･緑の6色

であり,このうち発作頻度と平行して増加す

るのは,紫 ･茶 ･赤 ･黒の4色であり,逆に

減少を示したのは青 ･緑の2色であった.

5.LSD服用時の色彩 ピラミッド･テス
●

ト

あらかじめ色彩ピラミッド･テストを施行

した被検者に,LSD を服用させた上で第2

回目のテストを行い,その変化を検討した.

第 1回目の検査とLSD服用時検査の間の期

間は2週間以上あけ,LSD服用にあたって,

てんかん患者はあらかじめ前日より投薬を中

止し,当日は朝から絶食させ,水 ･茶の飲用

を禁じ,検査開始2時間前に LSD50〝gを

蒸留水と共に服用させた.

被検者は,てんかん群20名,うち痩撃発作

群10名,精神運動発作群4名,混合発作群6

名であり,対照群とした正常者は 5名であ

る.てんかん群,正常群,それぞれの被検者

の平均年齢はいずれも20歳台である.

a.てんかん群および対照群の ｢美P｣の
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恒 常 型 変 化 型 拒 否 型

図 8 てんかん三群の経過形式の比較.

表 10 贋病期間と色彩選択の関係

△P<0.01,▲P<0.05,C,D群との間に有意差を認めたもの

OP<0.01,●P<0.05,C,E群との間に有意差を認めたもの
※P<0.01,D,E群の間に有意差を認めたもの
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表 11 雁病期間と形質との関係

※p<0.01,×P<0.05 正常群との間に有意差を認めたもの

△p<0.05,C,E群との間に有意差を認めたもの

1年 以 下
(A群)
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∧
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･ ニー 色彩凄択増加率

図 9 発作頻度と色彩選択率の関係.

表 12 LSD服用前後における ｢芙P｣色彩選択
値の比較

三㌃ - 讐 空 常群 て儲 恒 常群 !て曾 ん

2.8 1.3 i O 1 2.0

A.紫･茶･赤･黒

B.白 ･灰 ･程 ･黄

色彩形式

結果は表12に示すごとくであるが,LSD

服用前後において,てんかん群 ･対照群とも

全体として大幅な変化はみ とめ られ なか っ

た.しかし,詳細にみるとてんかん群では

LSD服用後,黒 ･紫の増加の憤向がみられ,

赤の減少が目立った.一方,正常群では白の

選択率が服用前にくらベ3倍以上の高率を示

し,赤 ･線の増加の傾向もみられたが,黒の

選択が全 く行われず,紫の減少もみられた.

b.てんかん3群の ｢美P｣色彩形式

LSD服用前後における色彩選択平均値の

差を比較したのが図10である.

精神運動発作群が赤 ･青の選択で他の2群

と逆の態度をとり,LSD服用後青の減少 と

赤の増加とが認められた.また,精神運動発

作群では混合発作群とともに服用後に黄 ･白
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十4 +3 十2 十1 増加- 1-減少 -1 - 2 13 -4

図 10 てんかん三群の LSD服用前後の ｢美P｣色彩選択の比較.

の増加がみられた.紫と黒は3群 とも服用 ある.

後,やや増加の傾向を示した.

考 察

いわゆる "てんかん性性格〝 とい う用語

は,フランスの精神医学者の MoRELによっ

て初めて用いられて以来,19世紀後半からし

ばしは使用されて来たが,てんかん性性格に

関する実際的な研究は今世紀に入ってからで

あり,これまでに TURNER,KRAEPELINを

始め多 くの研究が行われている.1948年
9)

GIBBSが精神運動発作と精神障害 との深い

関連を述べ,LENNOXが精神運動発作の側

頭葉起因を強調し,Temporal-epilepsy,とい

う呼称を予見して以来,てんかん発作型と性

格変化の関連性については,側頭葉機能と精

神面の関連と共に深い関心をよびおこし,多

くの研究がなされている事実は周知の通りで

色彩を利用した心理検査のなかで,特にロ

ールS/ヤツハ ･テス十によるてんかん性性格
7)

の研究は,DELAYはをじめ内外にてきわめ

て多くの業績があるが, ところで著者はま

ず,本テス十で得られた結果から,てんかん

群の色彩ピラミッドに対する一般的特色につ

いて検討してみたい.

色彩選択において,｢美P｣色彩形式でて

んかん群では紫 ･緑の高率,青の低率が目立

ち,男女別では男子で茶,女子で赤 ･栓の高

率が目立った.｢美P｣でみられたこれ らの

特徴と対応して,人格の背景 ･潜在面を示す

と考えられている ｢醜P｣において も紫 ･

茶 .鐙が,それぞれにおける ｢美P｣の選択

率と強いコン十ラス十を示しており,その点

が注目される.また,最初に選んだ色彩の選

択率でも,てんかん群は対照群に比し,青の
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減少が目立ち,男子で茶,女子で栓が高値を

示して特徴的であった.また,てんかん群の

緑は,｢美P｣で最高の選択率を示しなが ら

｢醜P｣においても高選択率を示し,てんか

ん者の緑に対する固執の強さが注目された.

以上の色彩選択の経過から,てんかん群で

特徴を示した青 ･緑 ･紫 ･茶 ･赤 ･橙につい

て,それらのあらわす色彩心理を検討してみ

たい.

表2に示すごとく,青は刺激処理に際し直

接的な刺激開放という形で行われるのではな

く,内向的かつ合理的に調整される特徴をも

つと考えられ,紫は内的不安 ･不隠状態を示

し,あるいは攻撃的傾向をも示し,順応性や

調和性に欠ける色彩と考えられている.ま

た,緑は刺激蓄積 ･刺激過敏性を示し,青と

異なって刺激に対する合理的処理力に乏しい

色彩と考えられている.茶は高い選択率を示

す場合は外に対する強い抵抗性を示し,攻撃

的感情の蓄積,固執傾向増大を示し,赤は強

い精神緊張 ･衝動性をあらわし,赤と黄の中

間色である鐙は積極性,外との接触能力の高

い色彩と考えられている.
13) 3) 19)

紫は HILTMAN,BRENGELMANN,川久保

などによると,精神分裂病や神経症に多く選

ばれやすいと述べているが,本研究において

てんかん群でも高い選択率を示し,一つの特

徴的所見となっている.

青について立花は,青緑が最大の沈静的感

情を与えるが,青も比較的高い沈静度を示す
15)

と述べている.また,KARLは青と赤の相対

的関係を重視し,衝動的傾向 implusiveen-

ergydischargeと合理的処理 internalregula-

tionの力動的関係は,青と赤の比率で うか

がわれると述べている.

これらてんかん群の特徴としてとりあげた

青 ･緑 ･紫の色彩心理より,てんかん群の一

般的特徴として,精神発達の不全,感情調整

の困難さ,内的緊張が高くて衝動的傾向が強

い点がうかがわれ,順応性 ･調和性に欠けた

面がとりあげられるであろう.

性別にみたてんかん者の特徴として,男女

いずれも攻撃性を示す茶および赤 ･鐙を特徴

的に示しているが,男子では内面における攻

撃的感情の蓄積を示す傾向があるのに対し,

女子ではむしろ開放的な攻撃性 ･衝動性を示
28)

していると考えられる.このことは島田がロ

ールシャッハ ･テス十によるてんかん性性格

の研究において,男子よりも女子にてんかん

性傾向が著明であったと述べていることと考

えあわせると興味深いところである.

｢美P｣ではピラミッドを3回繰 り返し作
8)

らせるが,EBERMANNは一般に最初の ピラ

ミッドでは処理に直面し困惑状態を示し,本

当に自己を展開させるのは第 2･第 3回目の

ピラミッド作成にみられると述べている.今

回の結果では,男子てんかん群では初回に特

徴を示し,紫 ･茶の高選択があ り,その一

方,女子では第 3回目に紫 ･軽が高率 を示

し,おのおのの特徴をあらわすように思われ

た.これは一般的にみて,男 ･女の刺激処理

に対する心理的力動機制の差を示しているの

ではないかと考えられる.
8) 18)

形質については EBERMANN,川久保 など

も指摘しているように,一般に就琶模様は心

理的に受動的な刺激開放をあらわ し,不確

実 ･困惑 ･不安を示すと考えられ,構造型は

安定し可動的 ･創造的な人格構造を示すとさ

れ,また積層型は両者の中間型 とされてい

る.今回のテス十では,てんかん群は歓塩模

様が圧倒的に多く,逆に構造型はきわめて少

なかった,この結果よりてんかん者は,その

性格面において感情的不調和と易変的な気分

を示しやすいこと,つまり安定した秩序ある

人格構造の少ないことを示唆している.
12) 18)

経過形式の解釈について,HEISS,川久保

などは人格の広さや狭さ,あるいは人格の運

動性をあらわしていると考え,恒常型は比較

的広い衝迫 (Antrieb)を示し,変化型は運

動性に富むが不安定な状態に移行しやすい型

であり,拒否型は狭い人格を示し,固定化の

傾向を示すと解している.著者のテス十の結
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巣では,てんかん群で恒常型が多く,拒否型

が少なく,両型とも正常群との間に有意の差

を認めたが,正常群では逆に拒否型が29%で

比較的高率であり,川久保の報告 (正常群の

拒否型14%)とはかなりの差を示している.
3)

しかし,BRENGELMANN は正常群 (軍人)

60名中33%の20名に拒否型を認めている.拒

否塾はピラミッド作成において拒否色の多か

ったグループであり,この点,正常群で拒否

型の多いのは色彩選択における集中性を示す

ものであり,拒否型が多いのはむしろ当然と

考えるべきであろう.一方,この経過形式と

形質との関係をみると,恒常型が正常群とて

んかん群の両群とも圧倒的に単純な戟瑳模様

を作る傾向を示し,拒否型はむしろ秩序のあ

る構造の模様を作る傾向がみられた.

以上述べて来たように,色彩選択における

集中性の問題,恒常型に単純な戟堪模様の多

いこと,拒否塾には秩序ある構造型の模様が
12)

逆に多いことの3点から考えて,HEISSなど

の恒常塑 ･拒否型の解釈に著者は全面的には
25)

賛成しえない点もある.先きに著者が精神分

裂病者に実施した本テストの結果でも恒常型

が30%を越え,拒否塾は僅かに8%にすぎな

かった.これは精神分裂病者では色彩選択の

集中性を欠き,そのために拒否色が少なく,

むしろ多くの色彩をくまなく採用する傾向の

強いため恒常型が増加したと考えられるが,

この場合の恒常型には単純な紙瑳模様が圧倒

的に多くみられたのである.これらの精神分

裂病者を対象とした自験例の結果か らも,
12)

HEISSなどの経過形式についての各型の解

釈には十分に納得し得ない点があると考えら

れる.

著者はこれまでの著者の研究結果より,正

常者に比較的多くみられる拒否型は,その人

格構造の一面では被影響性の少ない固定化し

た傾向が認められるにしても,むしろ安定し

た着実さをあらわし,創造性も十分あること

を認めても良いと思われる.一方,恒常型は

一面では色彩選択の不統一性を示していると

思われ,人格面の不安定状態を全く否定しえ

ないものと考える.

以上の経過形式の検討より,恒常型を高率

に示したてんかん群の人格面では,むしろそ

の不安定性の点に留意すべきであると考えた

い.

次にてんかん群を臨床発作型別に検討して

みよう.

一般にてんかん群の中で,精神運動発作型

が特にてんかん性傾向が強いと考えられてい
9)

るが,GIBBSは精神運動発作の42%に精神
26) 28)

障害を認め,釈,島田も精神運動発作の40%

に人格障害のあることを確かめている.また
ll)

GUERRANT などによれは,MMPI,ロール

シャッノ､･テストを施行した結果として,精

神運動発作型は大発作型にくらべ器質的影響

が強く,また精神病的傾向が強かったと述べ

ており,いわゆる衝動性 ･爆発性は精神運動

発作群において強いものと一般に考えられて

いるようである.

今回のテストにおいても,精神運動発作群

は特徴的であり,緑 ･紫の選択率が高く,茶

も痘撃発作群より高率であった.しかも各ピ

ラミッド間の色彩選択の関係より,精神運動

発作群は P3で紫 ･茶 ･緑の3色の上昇を示

し,精神運動発作群の-特徴を形作 ってい

る.

紫と緑はいずれも内向的な色彩でありなが

ら,青 ･灰 ･黒などの内向色と異なり,攻撃

的感情をひめており,また外向色ではあるが,

内面における攻撃的感情の蓄積を示す茶との

組合わせで,更に強く精神運動発作群の性格

特徴を示していると考えられ,感情調整の不

調和,刺激的傾向の増大を示唆している.

一方,盛挙発作群は他の2群にくらべると

青の選択率が比較的高く,その点,感情調整

もしやすく,合理的解決能力は比較的保たれ

ていると考えられる.また混合発作群では,

茶が特徴的であり,固執傾向,外部に対する

抵抗性の強いことを示唆している.

これまでてんかん群一般の特徴および臨床
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発作塾別の特徴について述べて来たが,つぎ

にてんかん群に特徴的と考えられる紫･茶･緑

の3色を中心に更に若干の考察を加えたい.
14)

JASPERSはてんかん性格の特徴 として,

自発性と能動性との喪失に伴って衝動的に働
17)

くと述べ,加藤はローJt,シャッノ＼･テストの

結果より,てんかん性格の爆発的 ･衝動的 ･

攻撃的性格傾向は,心的緊張の不安定性 ･動

揺性と無意識的衝動層にある太古的 (ar-

Chaistisch)･攻撃的傾向との2つの要因か ら

考えたいと述べている.つまり,これらはい

ずれも,てんかん者の衝動性 ･爆発性傾向

は,単に外向性がたかまり,刺激に対して直

接的な反応としてあらわれて来 るのではな

く,むしろ自発性 ･能動性の減退における不

均衡な内向性のたかまり,すなわち精神内界

における不調和に問題があるとしているよう

に思われる.この点,紫 ･緑 ･茶のあらわす

内的な緊張 ･不安のたかまり,内的な刺激蓄

積,攻撃的感情の蓄積及び刺激に対する合理

的処理能力の欠乏などの色彩心理的な解釈

は,緑 ･紫が内向色であることと共に,てん

かん性傾向を示す色彩としてうなずかれる点

が多い.
22)

また大熊は,てんかん性格の特徴はいわゆ

る粘着傾向であり,この傾向はあらゆる精神

機能にわたって種々の程度で組合わされて出

現すると述べている.てんかん群,特に混合

発作群および精神運動発作群で,茶が多く選

択されている点は,茶のあらわす 自我の強

さ,固執傾向を考えると興味ある点であり,

また精神運動発作をもってんかん群は特に粘

着傾向の強いことが色彩ピラミッドの観点か

らもうかがい知れる.
14)

JASPERSをはじめとして一般に,てんか

ん者の性格には神経質な緊張あるいは神経症

的傾向が一つの性格特徴として存在すると考

えられているが,神経症の色彩ピラミッド･

テストで紫の選択率が高いことを川久保は指

摘しており,この点,てんかん群での紫の高

値は神経症的傾向もあわせ示していると解さ

れる.

これまで述べて来たことから,てんかん性

格と紫 ･茶 ･線の組合わせとには重要な関連

性があると考えられる訳であるが,この3色

とともに感情の麻痔的な非疎通性を示すとい

われる灰色が男子てんかん群で高率に選ばれ
14)

ていた事実は,JASPERSが情意の空虚性は

てんかんの病像を規定する-傾向であると述

べていることと考えあわせ,無視しえない点

であると考える.

てんかん性格については,これまで各種の

心理テス'rから性格特徴が論 じられている

が,特にロールシャッノ＼･テストによるてん

かん性格の研究にはきわめて多くのすぐれた
30)

業績が認められている. STAUDERはロール

シャッノ＼･テストより,真性てんかんの特徴

は粘着性にあり,衝動性はむしろ外傷性てん

かんなどの脳損傷をもとにしたてんかんに著
7)

明であると述べ,DELAY なども同じくロー

ルシャッノ＼･テストより真性てんかんは両貧

的体験型を示し,社会的な適応性は比較的保

持されやすく,反対に外傷性てんかんおよび

精神運動発作を示すものには外拡型が多く,

衝動的傾向が強く,社会的適応の困難な例が

多いと述べている.今回のテストの結果から

ち,外傷性てんかんは真性てんかん群に比

し,鐙 ･黄の高い選択率を示し,外向的 ･衝

動的傾向の強いことを示しており,逆に真性

てんかん群では情動の鈍麻 ･空虚を示すとい

われる灰 ･白が比較的多く認められ,精神運

動発作群が示した色彩傾向 とともに,STA-

UDER,DELAY などのロールシャッノ＼･テス

トの結果と同一傾向を示す ことが認められ

た .

てんかん性格を遺伝学的に規定された一つ

の素因としてみる考え方と,これとは逆に後

天的あるいは発作型の特徴として,その性格

形成を考えるものもあり,てんかん性格の解

明については今後に多くの問題を残 してい
4.5)

る.CLARKはてんかんの子供達について調

べ,発病前から著明なてんかん性格を示す者
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が多く彼らの両親の87%もてんかん性格者で
10)

あったと述べている.後藤もてんかん性格の

特徴を示すてんかん患者の77%が,すでにて

んかん発病前よりその性格特徴を示していた

と述べ,てんかん性格の特徴は,その多くが

病前性格の形ですでに形成されているとみる

べきであるとしている.しかし,てんかん者

のてんかん性傾向の増加,あるいは性格変化

は,間脳に起源する意識障害一特にもうろう

状態が多く繰 りかえされることと関連してい
30)

るのではないかとSTAUDERなどは述べてい

るが,しかし一般には隈病期間が短いほど健
28)

全な性格を示すと考えられているが,島田は

この点について,雁病期間が5･～9年のてん

かん群に最も著明なてんかん性傾向を認め,

それらには神経症的傾向も併存していたと述

べている.

本研究の結果では,雁病期間が長期化する

はど青が減少し,逆に紫 ･茶が増加するのが

認められたが,このことは贋病期間が長期化

するほど,てんかんに特徴的であると考えら

れる色彩が目立ってくるもの として考えら

れ,一方,形質においても,単純で不安定な

観堪模様が隈病期間の長期化 とともに増加

し,逆に構造型が減少する傾向を示すことか

ら雁病期間が長期化するほどてんかん性傾向

が著明になると考えることができるであろ

ラ.

発作頻度とてんかん性性格については,発

作の頻発が人格障害を強めると一般に考えら

れているが,今回のテス十の結果では,発作

頻度と比例して紫 ･茶が増加のパターンを示

したが,緑はむしろ逆関係を示した.しかし

発作頻度が増すグループほど青が低下して行

くことなどから,ある程度発作頻度とてんか

ん性傾向の相関が本テストにおいても肯定さ

れるのではなかろうか.

LSD反応と性格構造との関連性について

は,すでに多くの研究がなされているが,
27)

SEDMANN,および KENNAは LSDによる

自我障害,特に離人体験について考察 し,

PersonalityFactorの関連性の深いことを述
16)

べており,加藤も LSD体験では,いわば

≠しらふ〝 で酔うというごとき体験の二重性

を重視し,両価感情的態度がその体験の二重

性の内に具現されていると述べ,更に LSD

体験の二重性,またその不安の構造分析を通

じて患者の人格構造および症状形成の過程な

どが明確になると述べている.著者はこの観

′酎こたって,てんかん者の LSD反応を色彩

ピラミッド･テストを通じて考察した次第で

ある.

なお,色彩ピラミッド･テストを向精神薬

投与時に施行し,その心理的変化をとらえん
13) 24)

とした研究は HILTMANN,PFLANZな どの

業績にみられるが,PFLANZは中枢刺激剤と

して Isophenを用い,本 テストをロールシ

ャッハ ･テストと共に施行しているが,テス

ト前後で大きな変化はみられなかったと述べ
13)

ている.しかし一方,HILTMANNは中枢興

奮刺激剤の投与下で色彩ピラミッド･テス十

を行 うと,赤 ･鐙 ･黄よりなる刺激症候群が

高値を示してくると報告している.

今回の LSD服用時の検査では,正常者は

LSDにより赤 ･緑が増加するとともに,白

が3倍以上の高値を示し,逆に黒が全く選択

されなかった.白の増加は表 2に示す ごと

く,深層にある感情の爆発傾向を示すもので

あり,赤 ･緑の増加とあいまって強い心理的

動揺を示していると解され るが,正常者は

LSD服用による不安状態に対する処理が比

較的に開放的であり,しかもそれが直接的に

行われる傾向にあると考えられる.一方,て

んかん者では,正常群と逆に赤が減少し,黒

および紫が増加の傾向を示 したが, これは

LSD反応においてより内向的傾向を強め,

特に黒の増加は,刺激に対する感受性 ･開放

性が覆われ LSD服用による不安状態に対す

る陰閑の心理機制が強まっていることをうか

がわせる.

また,てんかん3群の LSD服用時の比較

では,精神運動発作群のみやや外向性を示し
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ていたが,それも強い刺激性 ･衝動性を示し

ているとはいえなかちた.

いずれにせよ,LSD 服用による色彩 ピラ

ミッド･テストの変化については,症例数が

少なかったため,ここでは結論的な考察を
20)

差し控えたいが,KRAMOCHIな どが LSD

反応における自我機能について,Schizothym

は ego-expansiveに Cyclothym は ego-con-

strictiveに反応を示すが,Epileptoidではほ

とんど変化がないと述べている.てんかん者

の自我という問題については本テストの結果

とともにこれらを考えあわせると,非常に興

味がある所である.特に LSD 服用時に示し

た陰閉傾向の増加は,てんかん性格の一面で

ある固執性 ･自己保持のための心理的抵抗力

が大きいことを改めて考えさせられる.

結 び

てんかん100名,その対照として正常者100

名に色彩 ピラミッド･テス トを施行 し, ま

たそのうちのてんかん20名 と正常者 5名に

LSD 50FLgを服用させ,再び本テス トを施

行した.その結果,｢美P｣を中心に以下の

ごときてんかん群における特徴を得た.

1) てんかん群の一般的特徴 として,｢美

P｣色彩選択で青の減少と紫の増加とが目立

ち,特に緑は青に代って選択率第 1位を占

め,しかも ｢醜P｣においても比較的高率を

示し,てんかん群の緑に対する固執の強いこ

とが認められた.その他,男子では茶 ･灰

が,女子で赤 ･鐙が高率に認められた.

2) 形質では正常群に比し,放題模様が圧

倒的に多く,構造型が少ない.経過形式では

恒常型が多く,拒否型が少なかった.

3) 外傷性てんかんは鐙 ･黄の高い選択率

を示し,真性てんかんでは灰 ･白の比較的高

率の選択が認められた.

4) 臨床発作塾別では,精神運動発作群で

紫 ･線が目立って高率であり,混合発作群で

は茶が高率であった.一方,療撃発作群では

青が比較的高率であった.

5) 慣病期間の長いほど,また発作頻度の

高いほど,紫 ･茶の選択率が増加し,性格面

におけるてんかん性傾向の増大がうかがわれ

た .

6) LSD 負荷により黒の増加がみ られ,

陰閉傾向が認められた.

以上の結果から,てんかん性格の基調はむ

しろ内向性にあり,精神内界の緊張が高く,

刺激蓄積の傾向が認められ,合理的解決能力

が乏しいため爆発的 ･衝動的傾向を示しやす

いこと,また同時に固執傾向もきわめて強い

ことが認められた.臨床発作型別では,精神

運動発作群が色彩選択において,てんかん性

傾向を強く示し,また外傷性てんかんは真性

てんかんに比して刺激性が強く,衝動的であ

ることが色彩選択面でうかがわれた.また,

LSD 服用前後のテスト結果から,てんかん

性格の一面に陰閉傾向の強い ことを指摘 し

た .

(本研究は昭和38年から昭和41年にかけて行な
われたものである.)
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A STUDY ON PERSONALITY OF PATIENTS WITH EPILEPSY,

WITH SPECIAL REFERENCE TO THE COLOR PYRAMID TEST

By
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Department of Neuropsychiatry, Hirosaki University School of A1edicine

(Director: Prof T. SA TO) , Hirosaki, Japan

One hundred epileptics were given "the color pyramid test", using the color plates

established by HEISS and KARL. One hundred subjects as control group were also

tested. Among them, 20 epileptics and 5 normals were again examined with the test,

after administration of LSD 50 pg.

The results obtained are summerized as follows:

1) For the choice of colors, the following characteristics were seen in the patients,

in comparison with the normals, a) in "Beautiful Pyramid", low frequency of the blue

and high of the violet were conspicuous, b) the green \vas not only the most often

chosen color in "Beautiful Pyramid", but also was relatively often chosen in "Ugly Pyr­

amid", c) the brown and the gray were frequently chosen by males, while the red and

the orange by females.

2) As to "Form Quality", compared with results in the normals, the carpet design

was significantly more often seen in the patients' tests, but the structual design was less.

As to "Process Formal", the constant type was seen more often and the rejective type

was seen less in the epileptics.

3) In traumatic epilepsy, a high choice rate was seen in the orange and the yellow,

while in epilepsy without obvious organic genesis, the gray and the white were rela­

tively often chosen.

4) In comparison between each clinical seizure type, choices of the violet and the

green were significant in the psychomotor group and of the brown in the mixed seizure

group. The blue was chosen relatively often in the convulsive seizure group.

5) Positive correlations were found between choices of the violet and brown and

duration of epilepsy, as well as frequency of attacks; namely the longer the duration

of epilepsy and the more frequent the attacks, the more often those colors were chosen.

From these results, the author concluded that the basis of epileptic personality is

introversion. Therefore, since psychical stimuli tend not to be rationally resolved but

to increase inner tension, the epileptics must be ready to react explosively and implu­

sively and have rigid persistency.

The author presumed that the psychomotor group has a more excitable and implu-
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sive personality than those of epilepsy without obvious organic genesis.

(Autoabstracts)

KEY WORDS : epilepsy
color pyramid test

personality of epileptic patients




